
庁   議   録 

招集年月日 令和４年 12 月 28 日（水） 

開会時刻 午前９時 30 分 閉会時刻 午前 10 時 12 分 

開催場所 401・402 多目的会議室 

出席の状況（○出席者、代は代理出席） 

１ 市長 ○ ２ 副市長 〇 ３ 教育長 ○ 

４ 総務部長 ○ ５ 未来政策部長 〇 ６ 財務部長 ○ 

７ 市民生活部長 〇 ８ 健康福祉部長 ○ ９ 産業部長 ○ 

10 建設部長 ○ 11 建設部理事 ○ 12 教育部長 〇 

13 こども部長 ○ 14 議会事務局長 ○ 15 会計管理者 ○ 

         

代理出席者  

職務のため出席

した者 

伊達総合支所長、梁川総合支所長、保原総合支所長、霊山総

合支所長、月舘総合支所長、危機管理担当参事、健康対策担

当参事、農業委員会事務局長、行政委員会事務局長、人事課

長、秘書広報課長、デジタル変革課長、総合政策課長、財政

課長、総務課長 

 

案件説明のため

出席した者 

税務課長 

 

 

 

 

付 議 事 案 

協 議 事 項 

１.開会 

 

２.報告 

(1)新型コロナウイルス陽性者の報告について  【総務部】 

(2)令和４年分所得申告相談会（確定申告）の実施について 

【財務部】 

(3)令和４年度市道除雪事業について      【建設部】 

 

３．その他 

(1)特別職主要業務予定、各部主要業務・行事予定（年末年始） 

(2)その他 

 

４.閉会 



会議の経過・結果 

１.開会 

 

２.報告 

(1)新型コロナウイルス陽性者の報告について 

総務部長が資料に基づき説明した。 

 

(2)令和４年分所得申告相談会（確定申告）の実施について 

税務課長が資料に基づき説明した。 

 

(3) 令和４年度市道除雪事業について 

建設部長が資料に基づき説明した。 

 

３.その他 

(1)特別職主要業務予定、各部主要業務・行事予定表（年末年始） 

(2)その他 

 ・財政部長が令和５年度当初予算編成状況について周知した。 

 

【副市長より】 

 あと少しで令和５年になる。各種事業については計画的に進めてきていると思

うが、ＰＤＣＡサイクルを常にまわすことが大事である。各部各課で早急にやる

べきことや改善すべき課題等について、今から整理をしっかり行い、どこから手

をつけるべきかを頭の中で考えながら進めていってほしい。 

 来年以降、重点的に取り組むべき課題として、 

①ＤＸの推進 

ＤＸをいかに進めるかは日本全体で取り組むべき課題である。令和７年度まで

の３年間に、国のデジタル・ガバメント実行計画を達成するという目標があるの

で、デジタル変革課だけではなくて、職員全員がデジタル人材になるという意識

を持って進めてほしい。 

②大型商業施設（イオンモール）の開業 

 令和６年度中にすべての準備を終える必要がある。あと２年の間に、現在計画

しているチャレンジショップの開業をはじめ、誘客のために回遊策などハード

面・ソフト面においても「伊達市に来てみたい」と思ってもらえるような魅力的

な施策を準備して実行してほしい。 

③バイオマス発電への的確な対応 

本格的に操業する前に、速やかに協定締結の内容について確認してほしい。ま

ずは事業者の主体的な説明を求めていくとともに、市としても市民に対して丁寧



な周知活動をしてほしい。 

④公共施設適正個別計画の具現化 

 来年度から速やかにＰＤＣＡサイクルをまわしながら計画が具現化できるよ

うに取り組んでほしい。  

⑤水道料金の見直しの協議 

 令和５年度中には、庁内で検討組織を立ち上げて水の供給単価に対する内部協

議を進めながら、水企業団との交渉を行っていく必要がある。 

以上のこと等、今出来ることは先送りせずに速やかに行い、業務に取り組んでほ

しい。 

 

【市長より】 

 令和５年度予算については、コロナ禍やウクライナ情勢、円安等の影響による

エネルギー高・資材の高騰があり、厳しい状況になっている。今まで通りの予算

ではなく、真に必要な事業の見極めなど知恵を出しながら編成してほしい。 

 今年を振り返ると、昨年に続きコロナ禍の中での業務であったが、３月の地震

や鳥インフルエンザの発生など災害や感染症対策の対応もあった。コロナ禍によ

り職場内で懇親の場を開くことは難しいと思うが、できるだけ仕事の中で話し合

いをしながら意思疎通を図ってもらいたい。 

 若者が定住、活躍できるまちづくりを進めている。イオンモールの開業や新工

業団地の造成、高子北住宅団地の造成など未来につながる事業が着々と始まって

いる。この流れを来年以降もしっかりつないで、将来につながる事業をみんなで

取り組んでいきたい。 

 年末年始は大雪の可能性もあるので、気を引き締めながらもゆっくりと年末年

始を過ごしてほしい。 

 

４.閉会 

 


